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第４９号
平成２２年

１０月２９日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

主
な
行
事
予
定

一
〇
月

三
〇
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試
（
一
年
）

〃

進
研
記
述
模
試
（
二
年
）

﹇
〜
三
一
日
﹈

〃

大
学
オ
ー
プ
ン
模
試
（
三
年
）

一
一
月一

日
（
月
）「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週

間
﹇
〜
七
日
﹈

授
業
相
互
公
開
週
間﹇

〜
五
日
﹈

三
日
（
水
）
文
化
の
日

〃

小
論
文
模
試
（
三
年
）

〃

大
学
オ
ー
プ
ン
模
試
（
三
年
）

六
日
（
土
）
進
研
駿
台
マ
ー
ク
模
試

（
三
年
）
﹇
〜
七
日
﹈

一
二
日
（
金
）
保
健
講
話
（
一
年
）

一
三
日
（
土
）
三
星
道
場
⑦
（
一
・
二
年
）

（
一
年
職
業
講
話
）

〃

大
学
オ
ー
プ
ン
模
試
（
三
年
）

﹇
〜
一
四
日
﹈

一
四
日
（
日
）
第
二
回
英
検
二
次
（
本
校
会
場
）

一
六
日
（
火
）
修
学
旅
行
（
二
年
）

﹇
〜
一
九
日
﹈

一
七
日
（
水
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
視
察

一
八
日
（
木
）
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
三
年
）

一
九
日
（
金
）
野
外
実
習
（
一
年
）

二
〇
日
（
土
）
代
ゼ
ミ
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

﹇
〜
二
一
日
﹈

二
六
日
（
金
）
期
末
考
査
﹇
〜
一
二
月
一
日
﹈

※

都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
貢
献

三
年
生
全
員
に
よ
る
奉
仕
作
業

日ごろの通学路をきれいに。

肝属川から第２グラウンド周辺もきれいに。

ごみで袋がいっぱいになりました！

「かごしまの教育」県民週間

ー鹿屋高等学校の取組ー
この週間は，保護者や地域の方々に県内の

全学校を公開して，教育への理解を深めてい

ただくことを目的としています。各行事の案

内は事前に配布しますので，多数の方々が来

校してくださいますようお願いします。

１０/２０（水）芸術鑑賞会
１０/２９（金）学年･学級ＰＴＡ

（１・２年）
１１/ 1（月）授業参観（～５日(金)）
※ 期間中は自由に御参観ください。
事務室前に受付･授業案内があります。

１１/１３（土）三星道場（１年職業講話）

十
月
一
五
日
（
金
）
中
間
考
査
最
終
日
の

午
後
、
三
年
生
全
員
で
奉
仕
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
、

繁
華
街
の
歩
道
や
日
ご
ろ
の
通
学
路
、
肝
属

川
沿
い
を
中
心
に
活
動
し
ま
し
た
。

一
時
間
程
の
活
動
で
し
た
が
、
ご
み
袋
約

二
〇
袋
も
の
量
を
回
収
し
、
学
校
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
別
処
理
を
し
ま
し
た
。

三
星
道
場
⑦
で
第
一
学
年
対
象
の

職

業
講

話

本
校
で
は
、
来
る
一
一
月
一
三
日
（
土
）
に
、
一
年
生

の
進
路
意
識
を
高
め
、
職
業
観
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

二
年
次
か
ら
文
系
・
理
系
を
選
択
す
る
際
の
一
助
と
す
る

た
め
に
、
地
域
で
御
活
躍
の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
十
講
座
に
分
か
れ
て
職
業
講
話
を
実
施
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
普
段
何
気
な
く
通
学
し
て
い

る
道
路
に
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
落
ち
て
い
る
こ

と
に
驚
く
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
活
動
で
街

が
き
れ
い
に
な
っ
た
こ
と
に
達
成
感
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
「
ご

み
を
捨
て
な
い
」
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

本
校
の
奉
仕
作
業
は
、
一
学
期
は
雨
の
た
め

実
施
で
き
ず
、
一
年
生
は
一
二
月
に
、
二
年
生

は
三
学
期
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。



毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

鹿屋高校生涯学習県民大学
「絵画」講座始まる

１０月１３日午後７時から，地域の
皆様１０名の御参加をいただき，平成
２２年度県民大学を開講しました。
今年度は本校美術室で立元真一郎教

諭（芸術科・美術）が担当します。
講義の日程
１０月１３日（水）
１０月２０日（水）
１０月２７日（水）
１１月１０日（水）
１１月１７日（水）
１１月２４日（水）全６回（18 時間）

開講式での校長あいさつ

立元教諭の講義

芸術鑑賞教室で学校が一つに！

－ビッグバンドジャズオーケストラ－

１０月２０日（水）鹿屋市文化会館にて，「サウンドジャ

グラー・ジャズオーケストラ」による芸術鑑賞教室が開催

され，全校生徒と保護者の皆様（希望者）が鑑賞しました。

生徒は，普段あまり聴く機会のないジャズの世界に浸り

ながら，音楽に合わせて楽しんでいました。演奏者からは，

本校生の鑑賞態度と盛り上がり方，受け答えのよさが高く

評価され，気持ちのよい鑑賞教室となりました。

最後は，アンコールに２回もこたえていただき，生徒た

ちは大変感激していました。生徒会副会長の黒瀬亘君（２

年：鹿屋東中出身）の御礼の言葉も見事でした。

また，当日は学校から鹿屋市文化会館まで雨の中を移動

しましたが，生徒一人一人が交通安全に気を付けて移動す

ることができました。

わずか半日の芸

術鑑賞教室でした

が，改めて鹿屋高

校生の素晴らしさ

を確かめることが

できました。
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自
転
車
・
単
車
は
ダ
ブ
ル
ロ
ッ
ク
を

盗
難
防
止
の
た
め
に
必
ず
施
錠
す
る
習
慣
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
荷
台
や
前
か
ご

に
は
カ
バ
ン
や
バ
ッ
グ
等
を
置
き
っ
放
し
に
し

な
い
習
慣
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

御
家
庭
で
も
ぜ
ひ
御
指
導
く
だ
さ
い
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
・
最
新
版

○

鹿
児
島
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

県
特
選
・
全
国
佳
作

新
穂

尚
利
﹇
一
年
﹈（
垂
水
中
出
身
）

○

県
高
校
新
人
卓
球
選
手
権
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位

徳
留

樹
﹇
一
年
﹈（
吾
平
中
出
身
）

○

第

回
県
民
体
育
大
会
（
ボ
ー
ト
競
技
）

64少
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

第
１
位

川
村

春
菜
﹇
二
年
﹈（
鹿
屋
東
中
出
身
）

第
２
位

朴
木

理
佳
﹇
二
年
﹈（
鹿
屋
東
中
出
身
）

第
３
位

德
永

彩

﹇
二
年
﹈（
高
須
中
出
身
）

少
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

第
２
位

桑
迫

雄
也
﹇
二
年
﹈（
鹿
屋
東
中
出
身
）

少
年
男
子
舵
手
付
ク
オ
ド
ル
プ
ル

第
１
位

少
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

第
２
位

少
年
女
子
舵
手
付
ク
オ
ド
ル
プ
ル

第
１
位

少
年
女
子
舵
手
付
ク
オ
ド
ル
プ
ル

第
２
位

○

第

回
大
隅
地
区
高
校
美
術
展

47県
高
美
研
賞

今
井

息
吹
﹇
一
年
﹈（
高
山
中
出
身
）

地
区
高
美
研
賞

黒
木

ト
モ
ロ
ヲ
﹇
二
年
﹈

（
根
占
中
出
身
）

○

卓
球
部
秋
季
地
区
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
１
位

椎
原
彬
﹇
二
年
﹈

（
吾
平
中
出
身
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
１
位

椎
原
・
徳
留
組

男
子
団
体
第
１
位

○

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
秋
季
地
区
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
１
位

相
羽
将
智
﹇
二
年
﹈

（
根
占
中
出
身
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
１
位

相
羽
・
久
保
組

（
久
保
達
也[

二
年]

根
占
中
出
身
）

○

柔
道
部
秋
季
地
区
大
会

軽
量
級
第
１
位

川
路
将
志
﹇
二
年
﹈

（
田
代
中
出
身
）

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

本
校
で
は
、
一
〇
月

四
日
（
月
）
に
全
生
徒

を
対
象
に
「
授
業
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
は
、
授
業
に
関
す

る
も
の
と
学
習
に
対
す

る
自
己
評
価
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、

教
員
の
指
導
法
等
の
改
善
及
び
生
徒
の
学
習

改
善
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

センター試験へチャレンジ
第６３期生出願式

１０月１日（金）７限目の時間に，３年生（第６３期生）の

センター試験の成功と大学受験の合格を期して出願式が開催さ

れました。出願式では，大迫校長，常盤学年主任，境進路主任

のあいさつの後，生徒代表の決意表明，職員からの激励，合格

エールなどが行われました。

本年度のセンター試験受験者は３０３人（98.4％の出願率）

です。生徒一人一人の合格に向け，生徒，職員が一丸となって

邁進していくことを，改めて誓い合いました。

校長先生から激励の言葉 生徒代表の決意表明

先生方からの激励（合格祈願の鉢巻きを締めて！）


